
帯広百年記念館紀要 第25号2007

グラフで見る 十勝農業の歴史(1)

一畜 産(1)乳 牛 ・肉 牛 一

SummaryofagricultureinTokachi(1)

一Domesticanima1(1)Cow一

帯広百年記念館 編

はじめに

本稿は,十 勝農業の歴史を農畜産物生産量のグラフか ら概観してみようと企画 したものである。グ

ラフのデータは,平 成8年 度から平成12年 度まで帯広百年記念館の郷土史調査員であった井上寿が

執筆 し,平 成13年 度以降,そ の原稿の整理を進めてきた 『十勝農業史』に所収されている統計値を

もとにしている。

また,グ ラフにおける生産量の推移についての理解を助けるために,『十勝農業史』より関連する

事項を抜き出し,要 約したものを併記した。今回は乳牛 ・肉牛を取 り上げたが,次 年度以降も継続的

に掲載 していく予定である。

グラフの見方

『十勝農業史』に所収されている農畜産物生産量の統 計値(明 治29年(1896)～ 平成10年(1998))

は,井 上が様 々な資料を参 照 し,ま とめた ものである。本稿で は,井 上が参 照 した資料 のデータ を整

理 しなお し,グ ラフ化 した。

グ ラフは,北 海道 と十勝管 内にお ける乳牛 ・肉牛の飼養頭数 を折れ線で表 した もので ある。線が途

切れている箇所は,デ ータがない年で ある。 また,飼 養頭数 の推移 に関 して理解 を深 めて いただ くた

めに,乳 牛 ・肉牛 の飼養頭数に関す る主なで きごとをグ ラフ中に記 した。

統 計資料 は,帯 広統計 ・情報セ ンター(旧:帯 広統 計情報事務所)に ある ものを参考 と した。ただ

し期間によって異な る資料を使用 して いるため,調 査の基準や単位が異な る。本稿の最後 に掲載 して

いる表に,出 典(下 記参照)と 調査単位 を明記 しているので,細 部 に関 しては留意す る必要が ある。

《出典》

a:(寒 冷地農業調査資料)北 海道農業累年統計表 農林省 昭和33.2

b:北 海道農林水産統計50年 の歩み農林水産省北海道統計情報事務所平成9年12月

c:北 海道農林水産統計年報(農 業統計市町村別編)平 成8年 ～9年1996～'97

農林水産省北海道統計情報事務所 平成10年2月
e:北 海道農林水産統計年報(農 業統計市町村別編)平 成9年 ～10年1997～'98

農林水産省北海道統計情報事務所
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十勝農業の概 要 一畜産(1)乳 牛 ・肉牛 一

井上寿 著 「十勝農業史」

第3編 十勝農業変遷史,第2章 家畜の飼育,第1節 畜産発達の概要 より

明治 ・大 正(1868～1925年)

この頃の北海道 の産牛 は,ほ とん どが乳牛だった。

わが国は明治 末期か ら乳牛 を輸入 し始め,生 産 した牛乳は生乳や乳製品原料 と して利用 して いた。

乳製 品の中では練乳事業 が発達 しつつあったが,ほ とんどは輸入 に頼 らざるを得な い状況であった。

大正 に入 ると日本政府 は畜産振興のための様 々な施策 を実施 し,エ アシャ,ホ ルスタイ ン,ガ ー ン

ジー,ジ ャー ジー,ブ ラ ウ ンスイ ス,シ ン メ ンター ル な どの 乳牛 を導入 しは じめる。 大正10年

(1921)に は北海道畜産連合会な どか らな る家畜調査会が発足,20年 間で牛馬百万頭の飼養 を 目標 と

した 「牛馬百万頭計画」 が立て られた。乳牛の飼 育頭数ばか りでな く,種 類 も大正末期 には これまで

のエ アシャに代 わ り,乳 量 の多 いホルス タイ ンが約80%を 占めるよ うにな った。 こうした状 況の中

で,国 内練乳事業は大正3年(1914)北 海道練乳株式会社(札 幌)を 始め とし,極 東煉乳,明 治,森

永な どの製菓会社が練乳事業 に参入 し,発 展 をみせた。

昭和初期(1926～1945年)

北海道の乳牛生産 を増加 させ る上で大きな問題 とな って いたのは,経 営 に要す る設備資金,技 術 ・

労働 力な どの不足であ った。そのため昭和2年(1927),北 海道庁 によ り 「第2期 拓殖計画」が立 て

られ,乳 牛50万 頭 を目標 に牛 の購入な らびに飼育施設 の補助金制度がつ くられ た。

しか し,昭 和12年(1937)頃 か らは 日中戦争,さ らに太平洋戦争へ と進み,こ の計画 は改訂 を余

儀 な くされた のである。昭和17年(1942)度 以降 になる と,軍 需優 先 ・食 糧増産 の国策 に沿 って,

カゼイ ン(航 空機用),乳 糖 育児用錬粉乳,市 乳 に重点が置かれ るよ うにな り、特 に軍 需カゼイ ン

は昭和19年(1944)に 軍需省か ら前年の2.6倍 とい う増産指令が 出され,全 道的な体制 で取 り組ん

だ。

第2次 大戦後 ～昭和49年(1945～1974年)

1)酪 農

戦争 の影響で家畜頭数は減 少の一途 をた どった。敗戦 当時は牛 の密殺 も盛んに行 なわれた。その中

で,北 海道 庁 と北海道農業会(昭 和18年(1943)設 立)な どの関係機i関は,「 畜産振興五 力年計画」

(昭和24～28年(1949～1953)),「 畜産振興十力年計画」(昭 和28～37年(1953～1962))な どを立案

し,再 び有畜農業 の振興 に力を入れ は じめた。

施策 の一 つに,昭 和24年(1949)度 以降 に実施 され た 「道有牝牛 貸付制度」が あった・ この制度

は 「北海道家畜貸付規 則」(昭 和24年(1949))に 沿 って,無 家畜農家 に乳 牛な どを4～5年 間無料

貸与す るものである。利用者は,最 初の生産牝畜1頭 を道 に納入 しなければな らか ったが,納 入牝畜

が貸付 け頭数 に達すれば貸付家畜は無償払下げ になった。 この制度で北海道庁が新規 に貸付けた牝牛

は,制 度 を打切 る昭和31年(1956)度 まで約9,100頭(う ち開拓農家 に3,400頭)に 達 した。さ らに

返還牝憤 の再貸付けは昭和46年(1971)度 まで続 け られ,総 計23,000頭 にのぼ った。また,昭 和28
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年(1953)に は 「有畜農家創設特別措置法」 が制定 され,農 業経営のため乳牛 ・馬 ・綿羊 を導入す る

農家 に有畜農家創設事業資金 を貸 付けた。 これ によって導入 された乳牛 は,昭 和35年(1960)ま で

に17,000頭 に達 した。 このよ うに、酪農振興策は乳牛導入施策 を中心 に進め られていた。

また,昭 和29年(1954)「 酪農振興法」の制定 によ り,(1)集 約酪農地域 の設定,(2)市 町村酪農

経営改善計画制度の制定,(3)生 乳等の取引制度 の制定,(4)牛 乳 ・乳製 品の学校給食な ど集 団消 費

の推進,(5)乳 製品の計画的保管の制度化な どの施策が盛 られた。 こうして十勝 をは じめ とする北海

道 の酪農は,発 展 ・拡充期 に入 ったのである。

この頃,家 畜 の改 良や衛生対策 も伸展す る。北海道 は昭和26年(1951)に 「北海道家畜人工授精

整備統合5力 年計画」 を立て,豊 平町東月寒 に道立家畜人工授精所 を設置 し,人 工授精網を全道 に広

げた。その結果,昭 和31年(1956)に 乳牛 の実施率は80%に 達 し,年 々その率 が高 まった。

流通 に関 しては,昭 和36年(1961)「 畜産物 の価格安定等 に関す る法律」が制定 され,こ れ によっ

て毎 年度,農 林大 臣が原 料乳 ・指定食 肉 ・指定 乳製品 の安 定価格 を定め る こととな る。 また ,昭 和

40年(1965)に は 「加工原料乳生産者補給金等暫定措置法」(昭 和41年(1966)施 行)が 公布 され ,

農林大臣が定 めた加工原料乳の保 証価格 と基準取 引価格 との差額 を,生 産者 に支払 う措置 と,畜 産振

興事業団による指定乳製品の一・元 輸入 の実施,指 定乳製品の買入 ・売渡 しな どが制度化 され た。 これ

によ り乳価 が安定 し,多 頭飼 育につなが って いった。

しか し昭和40年 代 に入 ると,飼 養頭数 と牛乳生産量 の増加率 が大 き く低 下する。 その原 因 として

は,牛 乳価格 と濃厚飼料(栄 養価 の高 い飼料)価 格の不均衡 など経済的要因,過 疎化 による離農増加

や労働 力 ・後継者不足 といった社会的要因があった と思われ る。

2)肉 牛

肉用牛が北海道 に入 った のは,開 拓使 時代(明 治時代初期)ま でさかのぼ る。 しか し,そ の肉牛 も

労働 力あるいは乳用の兼用で あ り,頭 数 も少 なかった。戦後,昭 和28～29年(1953～1954)に な っ

て も飼育農家は増えず,頭 数は乳牛 の1.2%ほ どにす ぎなか った。 肉用牛の飼養が増え るのは昭和30

年代 に入 ってか らであ る。それは,昭 和31～32年(1956～1957)以 降,道 有 ・国有 の肉用牛貸付制

度が実施 された こと,特 に昭和32年(1957)に 府県先進地か ら肉用牛が本格 的に導入 され始めた こ

とによる。

昭和41年(1966)に,北 海道86市 町村が肉用牛生産振興地域 に指定 され,主 産地化 のための施策

が講iじられた。 また昭和47年(1972)に は,新 た に北海道 肉用牛生産振興方針 を定 め振興地域 が指

定 された。 その振興方針 は,(1)子 牛生産か ら肥 育仕上げ まで道 内で完 結す る生産体 制の整備促 進,

(2)乳 用雄子牛活用 の積極的拡大 によ り乳肉一体 の振興 をはか ること,(3)肉 用牛生産振興地域を中核

に飼養の濃密化,肉 専用種経営の生産性 向上 をはか る ことな どである。

このように して徐 々に規模 の拡大 がすすみ ,昭 和40年 代後 半 には肉用牛飼養は繁殖 と肥育 に分化

した。 繁殖経営 は零細経営が多 く,肥 育経営 は多頭専業化の傾向を強 めた。 しか し,こ の時期 の牛 肉

の価格 は変動が激 しく,安 定生産 に問題 を残 して いた。

昭和50年 ～平成10年(1975～1998年)

1)酪 農

配合飼料価格の安定にともなう酪農家の生産意欲向上によ り,昭 和51年(1976)以 降の乳製品生

産量は需要を上回るようになる。その結果,乳 製品在庫が増え,乳 製品価格が長期間にわたり低迷す
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ることにな った。昭和54年(1979)度 か らは,全 国的 に生産者 による自主的 な計画 生産 と,消 費拡

大運動が展 開され た。 しか し,昭 和56年(1981)か らは生産総量の規制 に加 えて用途別割 当が実 施

され,さ らなる計画生産 を強いる厳 しい状況 にな った。急激 な酪農技術の変革 と生産調整は個別経営

に暗 い影を落 とし,経 営経済 にも大 きな影響 をあたえ ることとなった。

平成5年(1993)に はガ ッ ト ・ウル グアイ ラン ド協議の決着 によって,乳 製品の輸入 自由化が明記

され,国 際的に通用す る酪農経営の構築 を迫 られた。生乳の本州 向け出荷量は増加 しているが,十 勝

の酪農が安定化 の方向にむか っているわけではな く,引 き続 き厳 しい経営 を克服す るための施策や援

助 と,新 時代 に対応 できる優れた担い手の育成 が急がれ る。

2)肉 牛

肉用牛経営は酪農 に くらべ て,さ らに変動 が大きかった。昭和50年(1975)の 十勝 の肉牛飼養戸

数は,オ イル シ ョックの影響 を うけて一時激減,し か しそ の後,乳 用雄子 牛の肥育仕向 けが定着 して

戸 数が増 え,昭 和50年 代半ば には1,030戸 まで 回復 した。全道的 には乳用種 を中心 に飼養頭数 が伸

び,肉 専用種 は道央,道 南で増加 した。乳用種の枝肉生産 量が増 えた背景 としては,乳 用雄 の肥育仕

向け率が95%を 超 えた ことと,生 乳 の生産調整 にともない低能力牛 の淘汰が進 んだ こと,ま た地域

の食肉加工施設 の整備な どが あげ られる。 このような 中で,枝 肉価格 は昭和54～55年(1979～1980)

をピー クに昭和58年(1983)ま では安価 に推移 し,肉 用牛経営はあいかわ らず厳 しい状況 にあった。

昭和60年 代か らは,平 成3年(1991)の 牛 肉輸入 自由化 に向けて,消 費者の健康的な赤 肉志 向に期

待 した乳用種一・貫経営 の拡大が進め られた。 また乳用種 に黒毛和種を交配 した交雑種の肥育を手がけ

る経営が 出現す る一方 で,輸 入牛 肉との競合が少ない と予測 された黒毛和種 を複合部門 として導入す

る経営 も増加 した。

平成5年(1993)の 十勝 の肉牛飼養戸数 は乳用種 が75%,黒 毛和種15%で,い ずれ の頭数 も増加

傾向 にある。牛 肉の需要増 によって生産規模 の拡大が見込 まれ,複 合化の推進や優 良種畜 の導入,乳

牛 と肉専用種交配 による交雑種の生産利用,受 精卵移植の活用 による双子生産な どの新技術へ の取 り

組みが行なわれるようにな った。

おわ りに

r十勝農業史』およびデータの整理にあたっては,本 館学芸調査員 千葉章仁(平 成13年 度～平成17

年度),平 林結実(平 成18年 度),お よび学芸員 山原敏朗が担当した。

なお,農 林水産省北海道農政事務所帯広統計 ・情報センター統括情報官 木村浩之氏に

は統計データ関するご教示とご協力を得ました。最後になりましたが,感 謝の意を表します。

註)『 十勝農業史』 は本館で保管してお ります。閲覧をご希望される方はご連絡 ください。
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表1:乳 牛の飼養頭数

年 年次 北海道(頭)十 勝(頭)出 典 調査単位(頭)

1896明 治29年 a 1

1897明 治30年 a

l3a

1

1898明 治31年 926 1

1899明 治32年 a

3a

1

1900明 治33年 435 1

1901明 治34年 598 2a 1

1902明 治35年 767 11a 1

1903明 治36年 752 7a 1

1904明 治37年 990 8a 1

1905明 治38年1251 40a 1

1906明 治39年1663 30a 1

1907明 治40年1954 75a 1

1908明 治41年2172 76a 1

1909明 治42年2735 102a 1

1910明 治43年3400 127a 1

1911明 治44年3538 129a 1

1912大 正1年 3114 ll8a 1

1913大 正2年 3896 167a 1

1914大 正3年 3561 130a 1

1915大 正4年 4616 97a 1

1916大 正5年 5258 151a 1

1917大 正6年 5910 187a 1

1918大 正7年 4048 166a 1

1919大 正8年 1932 51a 1

1920大 正9年 2107 79a 1

1921大 正10年7190 97a 1

1922大 正11年8382 141a 1

1923大 正12年8521 194a 1

1924大 正13年11327 339a 1

1925大 正14年 a

511a

1

1926昭 和1年13984 1

1927昭 和2年15522 595a 1

1928昭 和3年16389 856a 1

1929昭 和4年172141072a 1

1930昭 和5年199071637a 1

1931昭 和6年222182069a 1

1932昭 和7年244412545a 1

1933昭 和8年284953449a 1

1934昭 和9年322494134a 1

1935昭 和10年352824582a 1

1936昭 和11年375025132a 1

1937昭 和12年389255150a 1

1938昭 和13年411185363a 1

1939昭 和14年437485035a 1

1940昭 和15年434034187a 1

1941昭 和16年 a 1

1942昭 和17年71711 a 1

1943昭 和18年78328 a 1

1944昭 和19年84691 a 1

1945昭 和20年79375 a 1

1946昭 和21年61281 a 1

1947昭 和22年61709 a 1
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年 年次 北海道(頭)十勝(頭)出 典 調査単位(頭)

1948昭 和23年a

1949日 召禾024年528047762a

1

1

1950昭 和25年531827465a 1

1951昭 和26年a

l952昭 和27年654108335a

1

1

1953昭 和28年723608860a 1

1954昭 和29年8340110778a 1

1955昭 和30年9378512125a 1

1956昭 和31年10559014370a 1

1957昭 和32年12400019300b 10

1958昭 和33年142900 b 10

1959昭 和34年162990 b 10

1960昭 和35年18281027870b 10

1961昭 和36年201490 b 10

1962昭 和37年21874044200b 10

1963昭 和38年24918049350b 10

1964昭 和39年28232058110b 10

1965昭 和40年31769062490b 10

1966昭 和41年321710 b 10

1967昭 和42年339350 b 10

1968昭 和43年374380 b 10

1969昭 和44年435340 b 10

1970昭 和45年489200106570b 10

1971昭 和46年520200117650b 10

1972昭 和47年550240122930b 10

1973昭 和48年567940127410b 10

1974昭 和49年577020127520b 10

1975昭 和50年614760136550b 10

1976昭 和51年623750139400b 10

1977昭 和52年656660145610b 10

1978昭 和53年694280153600b 10

1979昭 和54年727310164300b 10

1980昭 和55年751640171450b 10

1981昭 和56年771030177350b 10

1982昭 和57年779160180000b 10

1983昭 和58年785400179800b 10

1984昭 和59年794800181100b 10

1985昭 和60年807800182600b 10

1986昭 和61年816200185000b 10

1987昭 和62年808200182600b 10

1988昭 和63年804300181700b 10

1989平 成1年819300185200b 10

1990平 成2年847400194200b 10

1991平 成3年870300200500b 10

1992平 成4年908100210400b 10

1993平 成5年927200215900b 10

1994平 成6年912500215000b 10

1995平 成7年882900212000b 10

1996平 成8年887700210100b 10

1997平 成9年889100213900c 1

1998平 成10年882400214100e 1



表2・ 肉牛の飼養頭数

年 年次 北海道(頭)十勝(頭)出 典 調査単位(頭)

1896(明 治29)年 ～1946(昭 和21)年 の間は資料なし

1947昭 和22年 b 10

1948昭 和23年 b 10

1949昭 和24年 b 10

1950昭 和25年 b 10

1951昭 和26年1160 b 10

1952昭 和27年1760 b 10

1953昭 和28年1260 b 10

1954昭 和29年1300 b 10

1955昭 和30年1870 b 10

1956昭 和31年2300 b 10

1957昭 和32年ll70 b 10

1958昭 和33年2300 b 10

1959昭 和34年2770 b 10

1960昭 和35年3290 b 10

1961昭 和36年4060 b 10

1962昭 和37年 57901830b 10

1963昭 和38年 97202090b 10

1964昭 和39年141301680b 10

1965昭 和40年136901580b 10

1966昭 和41年12850 b 10

1967昭 和42年15450 b 10

1968昭 和43年25530 b 10

1969昭 和44年38260 b 10

1970昭 和45年345805660b 10

1971昭 和46年363406270b 10

1972昭 和47年5383010350b 10

1973昭 和48年7766017390b 10

1974昭 和49年12128034330b 10

1975昭 和50年12546034010b 10

1976昭 和51年12592036640b 10

1977昭 和52年14879043690b 10

1978昭 和53年15960050900b 10

1979昭 和54年16421054000b 10

1980昭 和55年 b 10

1981昭 和56年20553067500b 10

1982昭 和57年21605073170b 10

1983昭 和58年22780074580b 10

1984昭 和59年23840079600b 10

1985昭 和60年24500084600b 10

1986昭 和61年25540092000b 10

1987昭 和62年25830094100b 10

1988昭 和63年25830097700b 10

1989平 成1年267500102100b 10

1990平 成2年289800111600b 10

1991平 成3年333600126700b 10

1992平 成4年378600145700b 10

1993平 成5年397300152800b 10

1994平 成6年415700160500b 10
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年 年次 北海道(頭)十勝(頭)出 典 調査単位(頭)

1995平 成7年430400170300b 10

1996平 成8年418800159800b 10

1997平 成9年412300162100c 1

1998平 成10年414900165100e 1
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